
　

私
が
入
会
し
た
の
は
、
定
年
退
職
し
て

何
か
仕
事
を
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の
平
成

十
四
年
、
同
じ
地
区
か
ら
職
員
と
し
て
働

い
て
い
た
人
に
声
を
掛
け
ら
れ
た
か
ら
で

し
た
。

　

身
体
が
大
き
い
の
で
力
が
あ
る
と
見
ら

れ
た
の
で
し
ょ
う
。
今
は
閉
店
し
た
清
水

屋
デ
パ
ー
ト
で
、
展
示
替
え
と
か
催
事
の

準
備
で
汗
を
流
す
仕
事
が
回
っ
て
来
ま
し

た
。
他
に
も
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
荷
物

と
伝
票
の
検
品
、
陳
列
作
業
と
、
似
た
よ

う
な
仕
事
が
舞
い
込
ん
で
来
ま
し
た
。
ど

う
や
ら
私
の
予
想
は
的
中
し
た
よ
う
で
す
。

　

今
度
は
希
望
ホ
ー
ル
の
建
設
が
始
ま
り
、

駐
車
場
整
理
三
人
の
内
の
一
人
と
し
て
働

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
仕
事
は
、

背
が
高
い
と
身
振
り
手
振
り
の
合
図
が
入

場
者
か
ら
良
く
見
え
る
た
め
、
交
通
安
全

上
？
向
い
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
は
、

山
居
倉
庫
・
夢
の
俱
楽
の
駐
車
場
整
理
に

移
り
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
に
「
酒
田
に
来

て
良
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
帰
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
と
仕
事
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

何
は
と
も
あ
れ
、
こ
の
仕
事
を
長
い
間

続
け
て
来
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
仲
間

と
交
わ
す
言
葉
遣
い
に
も
気
を
付
け
て
、

配
置
に
つ
く
と
き
は
自
分
が
一
番
大
変
な

と
こ
ろ
に
入
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
お

客
様
第
一
に
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

一
期
一
会
の
笑
顔
で

横　

代　

守
屋　

久
一

仁王様のように周囲に目配り。 背景  希望ホール仁王様のように周囲に目配り。 背景  希望ホール

混雑して来ました。混雑して来ました。 この日は最高気温5.4℃でした。この日は最高気温5.4℃でした。 どちらまでですか？どちらまでですか？
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令
和
に
年
号
が
変
わ
っ
て
も
う
四
年
に

な
り
ま
し
た
。
早
い
も
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
お
気
づ
き
か
と
思
い
ま
す
が
、

今
ま
で
二
月
に
発
行
さ
れ
て
い
た
会
報
誌

は
今
年
度
か
ら
三
月
発
行
と
な
り
ま
し
た
。

七
月
、
十
一
月
、
三
月
、
年
三
回
（
今
ま

で
と
同
じ
）
発
行
と
な
り
ま
す
。

　

私
達
会
報
委
員
の
話
合
い
で
そ
の
方
が

記
事
の
準
備
や
各
種
の
お
知
ら
せ
に
便
利

だ
と
い
う
こ
と
で
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

さ
て
、
先
日
、
テ
レ
ビ

を
観
て
い
て
、
わ
か
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
ど

う
し
て
最
近
の
小
学
生
は
２
Ｂ
の
鉛
筆
を

使
っ
て
い
る
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

昔
は
Ｈ
Ｂ
を
主
に
使
っ
て
い
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
今
の
子
供
た
ち
は
筆

圧
が
弱
く
な
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
で
す
。

そ
の
た
め
学
校
で
は
２
Ｂ
の
鉛
筆
を
使
わ

せ
て
い
る
と
の
こ
と
。
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
使
い
こ
な
す
子
供
た
ち
…

　

暗
く
な
る
ま
で
外
で
遊
ん
で
い
た
私
達

と
は
時
代
が
違
い
ま
す
ね
。

（
渡
邉
） I
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三
丁
目
俊
三

酒
田
の
三
丁
目
姓

特
別
寄
稿

ち
佐
竹
姓
に
復
す
こ
と
を
許
さ
れ
る
。
同

期
間
の
酒
田
町
組
三
十
六
人
衆
上
位
三
名

の
献
上
金
総
額
は
九
千
両
。
最
多
献
金
者

の
地
位
は
こ
の
あ
と
、
本
間
光
丘
と
入
れ

替
わ
っ
た
。

　

内
町
か
ら
分
家
し
た
三
丁
目
が
五
軒

「
三
十
六
人
衆
歴
代
一
覧
表
」（
一
六
〇
一

〜
一
九
一
九
）
に
記
載
し
て
あ
り
、
最
も

古
い
三
丁
目
弥
兵
衛
（
一
六
八
六
）、
三

丁
目
清
右
衞
門
（
一
六
九
六
）
両
家
の
屋

敷
は
元
禄
九
年
の
本
町
屋
敷
割
図
一
ノ
丁

に
併
記
し
て
あ
る
。
鵜
渡
川
原
の
青
原
寺

の
大
旦
那
で
あ
っ
た
三
丁
目
（
佐
竹
）
弥

右
衞
門
と
妻
玉
鸞
の
御
影
石
製
の
夫
婦
墓

は
、
筆
者
の
先
祖
代
々
の
墓
の
側
に
建
っ

て
い
る
。

　

酒
田
で
も
珍
し
い
三
丁
目
姓
の
初
出
は
、

内
町
組
大
庄
屋
を
交
代
し
た
三
丁
目
家
に

関
す
る
記
述
（
一
六
六
六
）
で
あ
る
。

　

水
戸
か
ら
秋
田
に
移
封
さ
れ
た
佐
竹
氏

一
族
の
大お
お

炊い

が
、
遊
佐
の
三
丁
目
郷
か
ら

最
上
氏
時
代
の
酒
田
に
移
住
し
て
三
丁
目

姓
を
名
乗
っ
た
。
内
町
組
大
庄
屋
に
任
命

さ
れ
た
三
丁
目
弥
右
衞
門
は
宝
永
年
間
の

五
年
間
（
一
七
〇
四
〜
〇
九
）
に
、
計
四

千
両
（
約
四
億
円
）
の
御
用
金
を
酒
井
候

（
庄
内
入
部
一
六
二
二
）
に
献
上
し
、
の

　

編
集
後
記

写真で見る

やまゆり荘冬囲い 12/9やまゆり荘冬囲い 12/9

光丘文庫冬囲い 12/7光丘文庫冬囲い 12/7

派遣会員スキルアップ講習会 1/15派遣会員スキルアップ講習会 1/15障子・襖張り教室 12/15障子・襖張り教室 12/15

2021＋α2021＋α

みんながんばった!!みんながんばった!!

「番外」今年は大雪でした 2/8「番外」今年は大雪でした 2/8

国体記念テニスコート閉所作業 11/30国体記念テニスコート閉所作業 11/30

お掃除教室 11/17お掃除教室 11/17合同職員研修会 11/12合同職員研修会 11/12
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少
し
前
か
ら
み
れ
ば
私
た
ち
の
生
活
様
式
は

随
分
様
変
わ
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
喉
元
過

ぎ
れ
ば
熱
さ
を
忘
れ
る
日
本
人
で
す
が
、
日
常

生
活
に
お
い
て
マ
ス
ク
を
着
け
て
頻
繁
に
手
洗

い
や
消
毒
を
す
る
習
慣
が
す
っ
か
り
定
着
し
た

よ
う
に
見
え
ま
す
。

　

少
し
昔
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
古

い
会
員
の
皆
さ
ん
の
中
に
は
、
幼
い
頃
麻は
し
か疹
送

り
を
し
て
も
ら
っ
た
人
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

路
傍
に
立
つ
南
無
阿
弥
陀
仏
と
刻
ま
れ
た
碑
い
し
ぶ
みは
、

そ
の
昔
流は
や
り
や
ま
い

行
病
で
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
供
養

に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
し
ょ
う
。
彼
岸
や
お
盆

の
頃
に
な
る
と
、
ご
婦
人
た
ち
が
そ
の
前
で
念

仏
を
挙
げ
て
い
た
も
の
で
す
。
医
学
が
進
歩
し

て
い
な
か
っ
た
頃
は
、
流
行
病
は
ま
さ
に
命
の

危
険
を
伴
っ
て
い
た
た
め
恐
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
明
治
以
降
に
発
生
し
た
流
行
病
の

主
な
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

明
治
十
二
年
七
月
飛
島
か
ら
出
た
コ
レ
ラ
は

ま
た
た
く
間
に
飽
海
郡
内
（
現
在
の
酒
田
市
の

最
上
川
以
北
、
遊
佐
町
に
ほ
ぼ
該
当
）
に
流
行
、

罹
患
者
は
四
三
〇
人
う
ち
死
亡
者
二
七
三
人
と

い
う
恐
る
べ
き
状
況
で
し
た
。
今
日
コ
レ
ラ
山

と
称
さ
れ
、
虎コ

列レ

刺ラ

地
蔵
が
立
つ
一
帯
は
か
つ

て
病
死
者
を
埋
葬
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の
後

も
コ
レ
ラ
は
波
状
的
に
当
地
を
襲
い
、
明
治
二

八
年
の
大
流
行
の
時
に
は
、
身
を

し
て
治
療

に
あ
た
っ

た
酒
田
の

内
科
医
伊

東
清
基
が
、

自
ら
も
感

染
し
こ
の

世
を
去
り

ま
し
た
。

　

時
代
は
大
正
に
変
わ
り
、
世
界
的
に
流
行
し

た
の
が
今
日
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
比
べ
ら

れ
る
こ
と
の
多
い
、
ス
ペ
イ
ン
風
邪
と
称
さ
れ

る
流
行
性
感
冒
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）
で
す
。

大
正
七
年
十
一
月
に
は
飽
海
郡
の
患
者
数
二
万

一
四
〇
〇
人
余
、
死
亡
数
一
一
六
人
と
、
当
時

の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
、
現
在
猖し
ょ
う
け
つ獗を
極
め
て

い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
恐
ろ
し
さ

で
し
た
。

　

本
題
に
入
り
ま
し
ょ
う
。
ヒ
ト
に
感
染
す
る

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
風
邪
の
病
原
体
と
し
て
人

類
に
広
く
蔓
延
し
て
い
る
四
種
類
と
、
動
物
か

ら
感
染
し
た
重
症
肺
炎
ウ
イ
ル
ス
二
種
類
が
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
、
ヒ
ト
に
感
染

す
る
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
概
説
し
ま
す
。

①
風
邪
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

ヒ
ト
に
感
染
す
る
風
邪
の
十
〜
十
五
％
は
四

種
類
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
し
て
い
ま

す
。
冬
季
に
ピ
ー
ク
が
見
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど

の
子
供
が
六
歳
ま
で
に
感
染
を
経
験
し
ま
す
。

我
々
は
こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル
ス
に
生
涯
に
渡
っ
て

何
度
も
感
染
し
ま
す
が
、
軽
い
症
状
し
か
引
き

起
こ
さ
な
い
た
め
問
題
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

②
重
症
急
性
呼
吸
器
症
候
群
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

－

Ｃ
Ｏ
Ｖ
）

　

コ
ウ
モ
リ
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ヒ
ト
に
感

染
し
て
重
症
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
よ
う
に
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
二
年
に
中

国
広
東
省
で
発
生
し
ま
し
た
が
、
二
〇
〇
三
年

以
降
ヒ
ト
へ
の
感
染
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

③
中
東
呼
吸
器
症
候
群
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
（
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ

－

Ｃ
Ｏ
Ｖ
）

　

ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ
に
風
邪
症
状
を
引
き
起
こ

す
ウ
イ
ル
ス
で
す
が
、
種
の
壁
を
越
え
て
ヒ
ト

に
感
染
す
る
と
重
症
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

二
〇
一
二
年
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
で
発
見
さ

れ
ま
し
た
。
二
〇
一
五
年
に
韓
国
の
病
院
で
起

こ
っ
た
感
染
拡
大
は
、
大
き
な
問
題
と
な
り
ま

し
た
。

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
（
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

－

Ｃ
Ｏ
Ｖ

－

2
）

　

二
〇
一
九
年
に
中
国
武
漢
で
発
見
さ
れ
、
全

世
界
に
感
染
拡
大
し
ま
し
た
。
コ
ウ
モ
リ
の
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
祖
先
に
持
つ
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
セ
ン
ザ
ン
コ
ウ
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

も
似
て
い
る
と
い
う
報
告
も
あ
り
、
実
際
に
ど

の
よ
う
な
経
緯
で
こ
の
ウ
イ
ル
ス
が
人
類
に
感

染
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
明
ら
か
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

あ
ら
た
め
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
）
に
つ
い
て
復
習
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
二
〇
二
一
年
九
月
ま
で
に
世
界
で
感
染
が

確
認
さ
れ
た
人
は
二
億
二
千
万
人
、
死
亡
者
は

四
五
五
万
人
で
あ
り
、
仲
間
で
あ
る
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ

あ
る
い
は
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
と
は
伝
播
性
と
病
原
性
に

お
い
て
明
ら
か
に
異
質
な
ウ
イ
ル
ス
と
言
え
ま

す
。

　

ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
の
伝
播
は
咳
や
飛
沫
を
介

し
て
起
こ
り
、
特
に
い
わ
ゆ
る
三
密
の
空
間
で

の
感
染
拡
大
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
齢
者

や
糖
尿
病
等
の
基
礎
疾
患
を
患
っ
て
い
た
人
は

重
症
の
肺
炎
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
多
い
が
、

一
方
健
康
な
人
で
の
重
症
例
や
死
亡
例
も
稀
で

は
あ
り
ま
す
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
人
類
に
定
着
し
て

蔓
延
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
の

四
種
類
の
風
邪
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
同
様
に
、

人
類
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
共
存
で
き
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
人
類
の
方
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
を
高
め
、
ウ
イ
ル
ス
に
対
す
る
抵
抗

力
を
持
っ
た
集
団
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

（
参
考
文
献　

国
立
感
染
症
研
究
所
他
）

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
い
つ
ま
で
も
働
く
喜
び

　

無
事
故
か
ら
」

令和３年度　事故報告傷害事故
発生日時 発生状況 原因と対策
令和３年
11月８日
79歳男性

樹木雪囲い作業でカイヅカイブキを縄で巻いてい
る時、縄がすっぽ抜けてバランスを崩し５尺の脚
立の４段目から１ｍ下に転落。頭部と腰部を打ち、
胸椎を骨折した。保護帽（ヘルメット）未着用。

・・作業姿勢に注意し、バランス
を崩しやすい行動をとらない。
・・安全帯、保護帽（ヘルメッ
ト）の着用を徹底する。

令和３年
12月８日
84歳男性

樹木雪囲い作業中、三脚の開き止めチェーンを掛
けなかったため三脚が倒れ、６尺の三脚の２～３
段目から転落し、頭部を打ち骨折した。保護帽（ヘ
ルメット）着用。

・・作業を急ぎ、開き止めチェー
ンを掛けないで作業した。
・・慣れた作業であっても三脚の
設置場所の確認や設備点検な
どは怠らず作業する。

令和３年12月末現在

※団体傷害保険適用のみ

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
小
史

コレラ地蔵コレラ地蔵
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日
頃
か
ら
会
員
の
皆
様
に
は
温
か
い
見

守
り
、
励
ま
し
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
に
つ
い
て
は
、
今
現
在
事

業
結
果
や
決
算
数
値
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

概
ね
昨
年
度
同
様
で
ま
と
め
、
極
力
ご
迷

惑
の
な
い
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
お
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

今
年
度
も
コ
ロ
ナ
禍
の
厳
し
い
時
期
で

は
あ
り
ま
し
た
が
、
わ
が
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
考
え
・
歩
み
を
お
知
ら
せ
し
、

ご
指
導
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

運
営
方
針
と
し
て
は
、

　

基
本
的
な
考
え

　

小
さ
く
て
も
き
ら
り
と
光
る
唯
一
無
二

の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
を
作
る
。

　

具
体
的
な
行
動
指
針

①
魅
力
あ
る
仕
事
を
丁
寧
に
掘
り
起
こ
し
、

望
む
よ
う
な
姿
に
変
換
し
提
供
す
る
。

②
フ
ル
タ
イ
ム
型
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
会
員

の
望
む
時
間
・
曜
日
に
あ
う
、
働
き
や

す
い
シ
ェ
ア
型
に
作
り
変
え
提
供
す
る
。

③
シ
ル
バ
ー
の
得
意
と
す
る
働
き
方
か
ら

コ
ロ
ナ
禍
で
見
直
す
働
き
方

理
事
長

土
井　

一
郎

■令和３年度　第３回理事会（令和３年12月27日開催）
協議事項
第 9号議案　職員就業規則の一部改正について
　原案どおり可決承認された。
第10号議案　職員給与規定の一部改正について
（令和 3年12月分の期末手当支給月数の変更について）
　原案どおり可決承認された。
第11号議案　職員給与規定の一部改正について
（令和 4年 4月以降分の期末手当支給月数の変更について）
　原案どおり可決承認された。

監事報告
・令和 3年度　中間監査の結果について報告されました。
報告事項
・新入会員について
　新入会員21名の報告がされました。
・事業実施状況報告について
　令和３年４月～令和３年11月の事業実績と事業進捗状況
が報告されました。
・事故報告について
・各委員会の報告について
・その他

（
請
負
型
で
あ
る
臨
時
的
・
簡
易
的
・

軽
易
）
時
代
に
合
っ
た
派
遣
型
も
二
本

柱
と
し
て
育
て
る
。

④
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
先
読
み
し
、
業
務

に
対
し
提
案
し
契
約
を
い
た
だ
く
。

⑤
女
性
会
員
の
県
内
一
の
加
入
率
を
目
指

す
。

　

こ
の
こ
と
を
基
本
と
し
、
事
業
運
営
い

た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
手
元
に
あ
る
資
料
は
十
一

月
締
め
で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
内
の
市
ク

ラ
ス
の
ラ
ン
ク
付
け
と
し
て

①
契
約
高
獲
得
で
は
請
負
は
山
形
市
に
次

ぎ
二
番
目
、
派
遣
は
ト
ッ
プ
で
す
。

②
女
性
会
員
の
入
会
比
率
も
ト
ッ
プ
で
す
。

　

一
定
の
成
果
が
出
て
お
り
、
実
務
に
あ

た
っ
て
い
る
職
員
に
対
し
て
、
敬
意
を
表

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
運
営
方
針
は
、
令

和
四
年
度
も
採
用
す
る
考
え
で
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
は
、
シ
ル
バ
ー
の

目
標
と
す
る
社
会
参
加
、
生
き
が
い
、
健

康
保
持
の
観
点
か
ら
、
生
活
向
上
の
た
め

に
働
き
た
い
と
考
え
る
会
員
の
方
が
増
え

た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私
達
は
そ
う
い

う
人
た
ち
の
た
め
に
働
き
、
結
果
を
出
せ

た
こ
と
は
う
れ
し
い
限
り
で
す
。
一
日
も

皆
様
と
気
兼
ね
な
く
お
会
い
し
、
語
り
合

え
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

理 事 会 報 告

業
務
係
長　

五
十
嵐
千
恵

　

会
員
の
皆
さ
ん
に
は
日
頃
か
ら

安
全
就
業
を
心
掛
け
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
令
和
三
年
度
十
二

月
末
時
点
で
、
シ
ル
バ
ー
団
体
傷

害
保
険
対
象
と
な
っ
た
傷
害
事
故

が
六
件
、
損
害
事
故
が
二
件
発
生

し
て
い
ま
す
。
傷
害
事
故
六
件
中

五
件
は
転
落
・
転
倒
に
よ
る
事
故

で
あ
り
、
骨
折
な
ど
の
大
き
な
怪

我
に
つ
な
が
り
、
長
く
就
業
で
き

な
い
状
態
が
続
き
、
長
期
入
院
と

な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
、
大
変
残

念
に
思
い
ま
す
。

　

損
害
事
故
は
二
件
と
も
草
刈
機

に
よ
る
物
損
事
故
で
す
。「
い
つ

も
や
っ
て
い
る
か
ら
大
丈
夫
」
と

い
っ
た
過
信
や
油
断
は
禁
物
で
す
。

「
絶
対
事
故
を
起
こ
さ
な
い
」「
自

分
の
身
体
は
自
分
で
守
る
」
と
い

う
こ
と
を
常
に
意
識
し
て
就
業
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
事
故
に
あ
っ
た
時
は
時

間
が
た
っ
て
か
ら
異
常
が
出
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
自
己
判
断
せ
ず
、

少
し
で
も
気
に
な
っ
た
ら
医
療
機

関
を
受
診
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。 安

全
就
業
だ
よ
り
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説
明
を

受
け
る

と
、
自
分

の
手
で
柱

や
鴨
居
に

手
を
伸
ば

し
、
ま
た

壺
や
陶
器

の
中
に
手
を
入
れ
た
り
、
臭
い
を
嗅
い
だ
り
し

て
、
触
覚
と
嗅
覚
で
「
鑑
賞
」
す
る
の
に
熱
中

し
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
歓
待
を
受
け
た
ヘ
レ

ン
は
、
本
間
家
に
直
筆
の
サ
イ
ン
が
記
さ
れ
た

丁
重
な
礼
状
を
送
っ
て
い
る
。

　

話
は
変
わ
る
が
、
正
門
横
に
そ
の
時
植
え
ら

れ
た
記
念
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
が
立
っ
て
い
る
。
是

非
来
歴
を
記
し
た
案
内
板
を
立
て
て
も
ら
い
た

い
も
の
で
あ
る
。

（
渡
邉
）

　

本
間
美
術
館
の
お
雛
さ
ま

　

本
間
美
術
館
の
ひ
な
祭
り
の
歴
史
を
少
し
紐

解
い
て
み
ま
す
と
、
そ
れ
は
昭
和
二
十
三
年
に

さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
戦
後
の
荒
廃
し
た
人
々
の

心
を
励
ま
そ
う
と
開
館
し
た
翌
年
の
三
月
に
、

地
元
旧
家
の
お
雛
様
を
集
め
て
、
雛
人
形
展
を

始
め
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
い
ま
す
。

　

庄
内
地
方
に
は
、
北
前
船
に
よ
っ
て
、
京
都
、

大
阪
、
江
戸
等
か
ら
運
ば
れ
て
来
た
雛
人
形
が

沢
山
あ
り
ま
し
た
。
本
間
家
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
荒
木
家
、
小
山
家
、
白
崎
家
、
市
原
家
、

藤
井
家
、
風
間
家
等
か
ら
お
借
り
し
て
始
め
た

の
が
雛
人
形
展
の
始
ま
り
で
し
た
。

　

現
在
、
美
術
館
で
展
示
し
て
い
る
お
雛
様
の

多
く
は
、
急
激
な
時
代
の
変
遷
か
ら
個
人
で
維

持
す
る
の
が
大
変
な
こ
と
も
あ
り
、
ご
寄
贈
、

ご
寄
託
を
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
初
め
の
頃

は
、
展
示
場
所
は
本
館
（
清
遠
閣
）
の
み
で
し

た
が
、
大
き
な
段
飾
り
等
も
増
え
、
平
成
五
年

か
ら
は
新
館
（
美
術
館
展
示
会
場
）
で
も
展
示

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
か
ら
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

鶴
岡
の
鉱
山
王
と
言
わ
れ
た
齋
藤
昌
二
氏
の
古

典
人
形
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
す
。
立
雛
、
内
裏
雛

に
御
所
人
形
や
嵯
峨
人
形
、
衣
裳
人
形
、
郷
土

人
形
な
ど
。
中
で
も
立
雛
、
寛
永
雛
、
享

き
ょ
う

保ほ
う

雛び
な

、

次
郎
左
衛
門
雛
、
古こ

今き
ん

雛び
な

な
ど
、
内
裏
雛
の
様

式
の
変
遷
を
概
略
的
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
出
来

る
の
が
大
き
な
魅
力
で
す
。

　

今
年
も
酒
田
雛
街
道
「
本
間
美
術
館
の
ひ
な

祭
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

（
小
山
）

　

本
間
美
術
館
の
歴
史

　

昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
本
間
家
別
荘

「
清
遠
閣
」
と
庭
園
「
鶴
舞
園
」
を
開
放
し
て
、

戦
後
初
の
私
立
美
術
館
「
本
間
美
術
館
」
が
開

館
さ
れ
た
。
戦
後
の
荒
廃
し
た
人
々
の
心
を
励

ま
し
、
芸
術
文
化
向
上
に
貢
献
す
る
こ
と
が
目

的
で
あ
っ
た
。

　

初
代
館
長
に
は
本
間
家
八
代
当
主
光
弥
の
甥

で
、
著
名
な
日
本
刀
研
究
の
第
一
人
者
本
間
順

治
が
就
任
し
た
が
、
美
術
館
の
開
館
に
賛
同
し
、

戦
後
の
社
会
に
夢
を
託
し
た
人
々
と
の
共
同
作

業
と
言
え
る
。
開
館
当
時
は
、
本
間
家
に
伝
わ

る
庄
内
藩
酒
井
家
、
米
沢
藩
上
杉
家
な
ど
諸
藩

か
ら
の
拝
領
品
を
中
心
に
展
示
し
た
。
そ
の
頃

の
収
蔵
品
は
二
百
点
程
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
試
み
は
社
会
か
ら
高
い
評
価
を

受
け
、昭
和
三
十
年（
一
九
五
五
）運
営
母
体「
酒

田
美
術
協
会
」
が
、
第
一
回
齋
藤
茂
吉
文
化
賞

を
受
賞
し
た
。
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
に

は
、
財
団
法
人
と
な
る
。
理
事
長
に
本
間
順
治
、

館
長
に
は
弟
の
本
間
祐
介
が
就
任
し
た
。
祐
介

は
本
間
物
産
社
長
で
も
あ
り
、
開
館
当
初
か
ら

在
京
の
兄

に
代
わ
り
、

地
元
酒
田

で
貢
献
し

て
い
た
。

　

昭
和
四

十
三
年

（
一
九
六

八
）
新
館
落
成
、
設
計
者
伊
藤
喜
三
郎
。
積
雪

を
想
定
し
屋
根
に
傾
斜
を
付
け
、
神
社
を
想
像

さ
せ
る
デ
ザ
イ
ン
だ
が
、
実
際
の
積
雪
を
知
ら

な
い
設
計
者
で
あ
っ
た
た
め
、
後
に
風
雪
被
害

が
生
じ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

　

昭
和
五
十
八
年
（
一
九
八
三
）
文
部
大
臣
よ

り
第
一
回
地
域
文
化
功
労
者
賞
受
賞
。
新
し
い

と
こ
ろ
で
は
、
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）

ミ
シ
ュ
ラ
ン
グ
リ
ー
ン
ガ
イ
ド
ジ
ャ
ポ
ン
で
、

鶴
舞
園
が
二
つ
星
、
清
遠
閣
が
一
つ
星
を
獲
得

し
、
注
目
を
集
め
た
。

（
注
）☆
二
つ
は
「
近
く
に
い
れ
ば
寄
り
道
を
し
て
訪
れ

る
べ
き
場
所
」、
☆
一
つ
は
「
興
味
深
い
場
所
」

　

平
成
二
十
四
年
（
二
〇
一
二
）
清
遠
閣
を
含

む
「
鶴
舞
園
」
が
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
。

　

平
成
二
十
五
年
（
二
〇
一
三
）
に
は
、「
公

益
財
団
法
人
本
間
美
術
館
」
が
第
五
十
九
回
齋

藤
茂
吉
文
化
賞
を
受
賞
。

（
三
丁
目
）

　

美
術
館
残
照

　

子
供
の
頃
、
父
の
自
転
車
に
乗
せ
ら
れ
て
美

術
館
に
よ
く
連
れ
て
行
か
れ
た
も
の
だ
。
砂
利

道
を
走
り
、
正
門
に
入
れ
ば
そ
こ
は
別
世
界
、

見
る
も
の
す
べ
て
が
輝
い
て
見
え
た
。
父
は
展

示
の
書
画
骨
董
が
目
的
だ
が
、
学
齢
前
の
鼻
た

ら
し
小
僧
は
何
も
分
か
ら
ず
走
り
回
っ
て
い
た
。

庭
園
の
奥
に
は
遊
具
が
あ
り
、
ブ
ラ
ン
コ
が

実
に
楽
し
か
っ
た
。
誰
が
撮
っ
た
か
不
明
だ
が
、

ブ
ラ
ン
コ
前
に
立
つ
写
真
が
あ
っ
た
の
だ
が
今

で
は
所
在
不
明
で
あ
る
。

　

高
校
生
ぐ
ら
い
に
な
る
と
少
し
は
も
の
が
分

か
っ
て
来
た
。
一
番
共
感
を
覚
え
た
の
が
清
遠

閣
の
ガ
ラ

ス
戸
で
あ

る
。
外
が

歪
ん
で
見

え
る
明
治

の
手
漉
き

ガ
ラ
ス
は

我
が
家
も

同
じ
で
あ
り
、
子

供
の
頃
は
歪
ん
だ

ガ
ラ
ス
は
恥
ず
か

し
か
っ
た
。
ガ
ラ

ス
越
し
に
見
え
る

歪
ん
だ
景
色
の
良

さ
が
分
か
る
の
は
、

あ
る
程
度
年
を
取

ら
な
い
と
無
理
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

歳
末
入
札
会
と

い
う
も
の
が
あ
っ

た
。
美
術
館
が
出

品
者
か
ら
品
物
を

集
め
陳
列
し
、
欲

し
い
人
が
札
を
入

れ
る
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
、
入
札
額
の

一
割
を
生
活
に
困
っ
て
い
る
人
達
へ
の
募
金
に

充
て
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
物
好
き
の
筆

者
は
、
あ
る
年
佐
藤
三
郎
氏
の
蟹
の
絵
皿
が
気

に
な
り
、
そ
ん
な
に
高
く
な
い
だ
ろ
う
と
駄
目

で
元
々
入
札
し
た
と
こ
ろ
、
何
と
落
札
の
知
ら

せ
が
届
い
た
。
今
と
な
っ
て
は
、
い
く
ら
で
入

れ
た
か
記
憶
も
全
く
さ
だ
か
で
な
い
。
椒
山
と

銘
が
入
っ
た
本
間
焼
の
絵
皿
は
今
も
我
が
家
の

棚
に
飾
っ
て
あ
る
。

　

瑣
末
な
こ
と
で
あ
る
が
、
長
年
気
に
掛
か
っ

て
い
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
清
遠
閣
や
鶴
舞
園
の

ト
イ
レ
の
話
、
小
便
器
に
何
か
植
物
の
枝
葉
が

差
し
込
ん
で
あ
っ
た
。
こ
の
記
憶
は
特
に
鮮
明

で
あ
る
。
説
明
す
る
ま
で
も
な
く
飛
散
防
止
と

消
臭
効
果
を
狙
っ
た
も
の
と
思
う
が
、
こ
の
植

物
が
何
か
が
永
年
の
疑
問
で
あ
っ
た
。
先
日
、

館
長
に
お
聞
き
し
た
が
、
さ
す
が
の
館
長
も
分

か
ら
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
改
め
て
あ
れ

こ
れ
考
え
て
み
て
、
結
局
杉
か
ヒ
バ
の
枝
葉
で

は
な
か
っ
た
か
と
自
分
な
り
の
結
論
を
出
し
た

が
、
真
相
は
謎
の
ま
ま
で
あ
る
。

（
佐
藤
）

六明廬から望む春日型 金山灯籠
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酒
田
今
昔
「

本
間
美
術
館
の
巻
」

　

そ
の
昔
は
美
術
館
と
い
え
ば
本
間
美
術
館
で
し
た
。
改
め
て
取
材
す
る
と
、
こ
ん
な
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
が
酒
田
に
あ
っ
た
の
だ
と
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
最
近
、
少
し
足
が
遠
の
い
て
い
る
皆
さ
ん

に
そ
の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
特
集
記
事
の
取
材
に
あ
た
っ
て
は
、
公
益
財
団
法
人
本
間
美
術
館
よ
り
特
別
の
ご
配
慮
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
田
中
章
夫
館
長
よ
り
懇
切
な
ご
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
謝
意
を

表
し
ま
す
。

　

参
考
文
献
「
本
間
美
術
館
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」「
ス
プ
ー
ン
」「
酒
田
市
史
年
表
」「
新

編
庄
内
人
名
辞
典
」「
湊
町
さ
か
た
観
光
ガ
イ
ド
テ
キ
ス
ト
ブ
ッ
ク
」「
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
は
ま
な
す
』

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
他

　

国
指
定
名
勝

　
　
　

本
間
氏
別
邸
庭
園
鶴
舞
園

　

文
化
十
年（
一
八
一
三
）本
間
家
四
代
光
道
は
、

藩
主
酒
井
侯
の
領
内
巡
検
の
お
休
み
処
と
し
て

浜
畑
に
別
荘
を
構
え
、
合
わ
せ
て
庭
園
を
築
い

た
。
鳥
海
山
を
借
景
と
し
て
、
蓬
莱
島
を
中
心

と
す
る
池
泉
回
遊
式
庭
園
は
、
蓬
莱
島
の
松
に

鶴
が
飛
ん
で
来
た
こ
と
か
ら
、
藩
主
酒
井
忠た
だ

器か
た

侯
よ
り
鶴か

く

舞ぶ

園え
ん

と

名
付
け
ら
れ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、

北
前
船
の
出
入
り

が
途
絶
え
る
冬
期

間
、
酒
田
湊
を
支

え
た
港
湾
労
働
者

（
丁
持
）
の
冬
期

失
業
対
策
と
し
て

行
わ
れ
た
。
文
政

十
年（
一
八
二
七
）

五
代
光
暉
は
庭
園

を
修
復
し
、
さ
ら

に
天
保
九
年
（
一

八
三
八
）
に
は
失

業
救
済
の
た
め
別

荘
の
大
改
築
を
行

っ
て
い
る
。

　

砂
俵
を
集
め
て
山
を
築
き
、
石
材
は
千
人
引

き
と
い
う
大
き
な
橇そ

り

に
載
せ
て
雪
の
上
を
運
ん

だ
。
こ
れ
ら
の
石
材
や
庭
石
は
、
北
前
船
の
安

定
を
保
つ
た
め
船
底
に
積
ん
で
来
た
綿
積
石
と

し
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
佐
渡
の
赤

玉
石
や
伊
予
の
青
石
な
ど
諸
国
の
名
石
、
珍
石

や
小
豆
島
の
御
影
石
の
大
小
の
灯
籠
が
、
時
を

経
た
松
や
檜
の
風
情
を
引
き
立
て
て
い
る
。

　

取
材
に
伺
っ
た
昨
年
十
一
月
初
め
、
興
味
深

い
石
を
発
見
し
た
。

黒
い
石
の
中
で
鯉

が
跳
ね
て
い
る
よ

う
に
見
え
る
。
ま

た
、
池
の
端
に
ツ

ワ
ブ
キ
が
咲
い
て

い
る
の
を
発
見
し
、

驚
い
た
こ
と
を
記

憶
し
て
い
る
。

　

別
邸
清せ

い

遠え
ん

閣か
く

の

二
階
座
敷
か
ら
は
、

鳥
海
山
を
借
景
と

し
た
雄
大
な
景
色

を
、
四
季
に
応
じ

て
楽
し
む
こ
と
が

出
来
る
。

　

は
る
か
昔
、
小

学
生
の
頃
学
校
帰

り
に
友
達
と
連
れ
立
っ
て
、
庭
で
か
く
れ
ん
ぼ

や
鬼
ご
っ
こ
を
し
た
り
し
た
も
の
だ
。
考
え
て

見
れ
ば
贅
沢
な
遊
び
場
だ
っ
た
と
今
思
っ
て
い

る
。

（
小
林
）

　

文
化
人　

本
間
光
道

　

本
間
光み

つ

道の
ぶ

は
、
本
間
家
三
代
光み

つ

丘お
か

の
長
子
と

し
て
生
ま
れ
、
他
の
記
事
に
も
あ
る
よ
う
に
八

面
六
臂
の
活
躍
を
見
せ
て
、
家
政
を
盤
石
の
も

の
に
し
た
。
そ
の
一
方
で
、
学
問
を
好
み
、
経

史
、
国
学
に
詳
し
く
、
浄
福
寺
公
厳
、
医
師
結

城
庭
賢
ら
と
交
友
し
た
。
晩
年
は
俳
人　

常と
こ

世よ

田だ

長ち
ょ
う
す
い翠

（
注
）
を
招
き
俳
諧
を
学
び
、
美
杜
李

と
号
し
た
。

　

常
世
田
長
翠

　

寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
上
総
国
九
十
九
里

の
生
ま
れ
、
三
十
二
歳
で
江
戸
の
俳
人
加か

舎や

白し
ら

雄お

に
師
事
し
、
そ
の
後
師
匠
の
後
を
継
ぎ
春
秋

庵
の
宗
匠
と
な
っ
た
。
旅
を
好
み
各
地
を
巡
り
、

本
間
家
四
代
当
主
本
間
光
道
と
交
流
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
酒
田
に
移
住
し
、
光
道
ら
の
豪
商
に

俳
諧
を
教
え
て
い
た
。
六
十
四
歳
で
没
し
、
浄

徳
寺
に
墓
所
が
あ
る
。

　

日
和
山
公
園
に
「
人
の
柳
う
ら
や
ま
し
く
も

な
り
に
け
り
」、
ま
た
本
間
美
術
館
に
は
「
苗

松
の
末
葉
く
ろ
し
后
の
月
」
と
い
う
句
碑
が
建

て
ら
れ
て
い
る
。

（
佐
藤
）

　

清
遠
閣
の
隠
れ
た
見
ど
こ
ろ

　

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）
庄
内
藩
主
を
迎
え

る
た
め
に
築
造
さ
れ
た
別
荘
で
あ
っ
た
が
。
明

治
以
来
は
皇
族
や
著
名
人
が
訪
れ
、
酒
田
の
迎

賓
館
と
言
わ
れ
た
。
し
か
し
、
本
間
家
で
は
趣

味
の
茶
室
を
除
い
て
建
物
を
使
う
こ
と
は
な
か

っ
た
と
い
う
。

　

今
回
は
、
清
遠
閣
の
各
所
に
用
い
ら
れ
て
い

る
「
猪い

の
目
」
文
様
か
ら
ご
紹
介
す
る
。
昔
か

ら
ハ
ー
ト
♡
の
形
は
わ
が
国
で
も
装
飾
と
し
て

使
わ
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
ハ
ー
ト
と
は
呼
ば

ず
猪
の
目
と
呼
ん
で
い
た
。
魔
除
け
の
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
る
が
、
建
物
で
は
も
ち
ろ
ん
火

除
け
で
あ
り
、
神
社
、
お
寺
、
城
な
ど
に
多
く

見
ら
れ
る
。
玄
関
屋
根
の
破
風
に
注
目
す
る
と

猪
の
目
懸け

魚ぎ
ょ

で
あ
る
。
建
物
に
入
る
と
テ
ー
ブ

ル
、
照
明
器
具
な

ど
の
調
度
品
に
も

猪
の
目
文
様
が
施

さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
二
階
に

上
が
る
階
段
脇
の

腰
板
に
は
網あ

代じ
ろ

模

様
、
上
を
見
る
と

梅
の
花
と
枝
の
木

彫
が
装
飾
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
影
が
白
壁
に
映

り
、
何
と
も
侘
び
寂
び
の
世
界
を
感
じ
さ
せ
て

く
れ
る
。
部
屋
の
壁
や
襖
に
は
金
粉
が
撒
か
れ
、

雲
の
イ
メ
ー
ジ
が
浮
か
び
上
が
る
。
二
階
畳
廊

下
の
欄
間
に
は
橋
と
欄
干
が
あ
り
、
廊
下
を
川

に
見
立
て
て
火
伏
の
意
味
が
あ
る
と
の
こ
と
。

　

こ
の
よ
う
に
、
随
所
に
施
さ
れ
た
、
酒
田
の

迎
賓
館
と
し
て
の
贅
を
凝
ら
し
た
作
り
に
格
式

や
お
も
て
な
し
の
心
が
感
じ
ら
れ
る
。（
渡
邉
）

　

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
来
館

　

今
で
は
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
と
言
っ
て
も
知
ら

な
い
人
が
多
い
。
こ
れ
も
古
い
が
、
映
画
「
奇

跡
の
人
」
で
パ
テ
ィ
・
デ
ュ
ー
ク
が
演
じ
た
そ

の
人
で
あ
る
。
昭
和
二
十
三
年
九
月
盲
・
聾
・
唖
、

三
重
苦
の
聖
女
と
言
わ
れ
た
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー

女
史
が
特
別
列
車
で
酒
田
を
訪
れ
た
。
琢
成
小

学
校
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
盲
人
大
会
」
出
席

の
た
め
で
あ
っ
た
。
会
場
に
は
彼
女
を
ひ
と
目

見
よ
う
と
三
千
人
の
人
達
が
つ
め
か
け
た
。

　

そ
の
折
、
ヘ
レ
ン
は
本
間
家
の
家
族
と
の
会

見
を
強
く
望
ん
だ
と
い
う
。
そ
れ
は
、
本
間
家

が
江
戸
時
代
よ
り
、
視
覚
障し

ょ
う
が
い碍
者
に
対
し
て
支

援
を
行
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
い
た
か
ら
で

あ
る
。

　

本
間
美
術
館
を
訪
れ
た
ヘ
レ
ン
は
、
建
物
の 猪の目文様（脚の付け根に注目）

池泉回遊式庭園佐渡赤玉石と伊予の青石

鯉が跳ねている飛石ツワブキ

第102号　　令和４年３月15日 シ ル バ ー 酒 田 ⑷



　

私
は
不
健
康
を
解

消
し
よ
う
と
七
年
前

か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
始
め
ま
し
た
。
極

力
無
理
は
せ
ず
、
自

宅
周
辺
を
四
季
の
移

ろ
い
を
感
じ
な
が
ら

歩
い
て
い
ま
す
。

　

今
時
分
は
土
手
の
ふ
き
の
と
う
を
摘
ん

で
、
て
ん
ぷ
ら
や
ば
ん
け
味
噌
を
作
り
、

春
の
訪
れ
を
楽
し
み
ま
す
。
暖
か
く
な
れ

ば
カ
メ
ラ
を
持
参
し
、
青
空
に
鳥
海
山
、

桜
に
菜
の
花
と
私
の
一
番
好
き
な
風
景
を

あ
ち
こ
ち
撮
り
な
が
ら
歩
き
ま
す
。

　

季
節
は
初
夏
、
刈
屋
の
真
っ
白
な
梨
の

花
や
、
田
植
え
が
終
わ
っ
た
後
、
勢
い
良

く
伸
び
始
め
た
苗
の
緑
の
鮮
や
か
さ
に
は

心
が
洗
わ
れ
ま
す
。

　

夏
に
は
暑
さ
を
避
け
て
夕
方
か
ら
夜
に

川
風
を
感
じ
な
が
ら
歩
き
、
秋
の
夕
焼
け

時
間
、
跨
線
橋
か
ら
望
む
黄
金
色
に
輝
く

田
圃
は
ま
さ
に
絶
景
で
す
。
初
冬
と
も
な

れ
ば
白
鳥
が
飛
来
し
、
の
ん
び
り
と
餌
を

つ
い
ば
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
と
今
日
も
歩
い
て
い
ま
す
。

　

お
は
よ
う
「
元
気

し
っ
た
け
が
」
で
始

ま
る
家
事
と
孫
の
世
話
に
追
わ
れ
て
い
る
、

昔
の
職
場
の
友
達
と
の
月
三
回
の
楽
し
み

の
お
茶
会
が
、
そ
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

友
の
一
人
が
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
登
録
し
て
き
た
」
と
言
っ
た
。「
何

か
こ
の
ま
ま
家
の
中
に
居
る
と
だ
め
な
様

な
気
が
し
て
」
と
続
け
た
。
友
は
私
よ
り

若
い
の
で
確
か
に
そ
の
通
り
だ
。
こ
の
会

話
中
に
彼
女
の
ケ
ー
タ
イ
が
鳴
る
。
シ
ル

バ
ー
か
ら
だ
。「
週
三
回
は
無
理
で
す
」

と
答
え
て
い
た
。
福
祉
施
設
の
弁
当
作
り

の
仕
事
ら
し
く
、
ふ
と
私
も
や
っ
て
み
た

い
と
思
っ
た
。

　

友
は
即
座
に
友
達
を
連
れ
て
行
っ
て
良

い
か
と
聞
い
て
く
れ
た
の
で
、
す
ぐ
に
仕

事
は
決
ま
っ
た
。
そ
の
他
に
施
設
長
が
週

一
回
あ
る
子
供
の
世
話
の
仕
事
を
勧
め
て

く
れ
て
、
二
人
は
す
ぐ
心
が
動
い
た
。

始
め
て
み
る
と
、
幸
い
子
供
た
ち
は
心
を

開
い
て
く
れ
る
。
週
一
日
過
ご
す
子
供
た

ち
と
施
設
長
、
シ
ル
バ
ー
五
人
が
認
め
合

い
、
協
調
し
て
ワ
ン
チ
ー
ム
に
な
っ
た
。

　

あ
の
日
か
ら
一
年
経
ち
、
私
は
充
実
し

た
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
。
出
会
う
べ
く

し
て
出
会
え
た
人
た
ち
と
の
時
間
が
も
う

少
し
続
い
て
欲
し
い
と
。
仲
間
に
感
謝
。

い
つ
も
あ
り
が
と
う
。

米
島

叶か
な

堂ど
う　

利
孝

東
大
町村

上　

暁
子

今
日
も
歩
い
て
い
ま
す
。

あ
の
日
か
ら
一
年

齋
藤　

敏
行
さ
ん（
七
十
二
歳
）四
年
一
月

佐
藤　
　

弘
さ
ん（
七
十
歳
）　

四
年
二
月

謹
ん
で
ご
冥
福
を

　
　

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

訃　

報
１．日時１．日時　令和４年４月12日㈫　令和４年４月12日㈫
　　　　　午後１時30分～午後２時30分　　　　　午後１時30分～午後２時30分
２．場所２．場所　当センター　多目的ホール　当センター　多目的ホール
３．内容３．内容　花粉交配について（初心者向け）　花粉交配について（初心者向け）
４．講師４．講師　刈屋梨出荷組合組合長　刈屋梨出荷組合組合長
５．申込５．申込　当センター事務局　22-3344　当センター事務局　22-3344

■
会
員
の
皆
様
へ

●
年
会
費
納
入
の
お
し
ら
せ

　

令
和
四
年
度
も
引
き
続
き
会
員
を
継

続
さ
れ
る
方
は
、
四
月
中
に
各
地
域
班

長
が
集
金
に
伺
い
ま
す
の
で
、
会
費
三

千
円
を
納
入
下
さ
る
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

な
お
、
都
合
に
よ
り
退
会
さ
れ
る
方

は
、
班
長
が
伺
っ
た
時
に
「
退
会
届
」

に
記
入
し
て
提
出
し
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
領
収
証
は
各
地
域
班
長
が
持

参
し
て
い
ま
す
の
で
、
直
接
事
務
局
へ

の
納
入
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

※
互
助
会
事
業
中
止
に
伴
い
、
会
員
資

格
を
一
年
間
延
長
す
る
こ
と
に
決
定

致
し
ま
し
た
の
で
、
令
和
四
年
度
分

の
互
助
会
費
は
徴
収
致
し
ま
せ
ん
。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

●
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

つ
い
て

　

請
負
・
委
任
契
約
で
就
業
さ
れ
て
い

る
会
員
は
「
個
人
事
業
主
」
で
あ
り
、

皆
さ
ん
に
支
払
わ
れ
る
配
分
金
に
は
内

税
と
し
て
消
費
税
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
個
人
事
業
主
」
に
は
納
税
義
務
が

あ
り
ま
す
が
、
収
入
が
年
間
一
千
万
円

以
下
の
場
合
は
「
免
税
事
業
者
」
と
し

て
取
り
扱
わ
れ
る
た
め
、
申
告
納
付
は

免
除
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
五
年
十
月
か
ら
消
費
税
の

適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
）
が
施
行
さ
れ
る
と
、
配
分
金
に
係

る
消
費
税
の
取
り
扱
い
が
変
更
さ
れ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
今
後
の
動
向
に
つ
い

て
は
、
情
報
が
あ
り
次
第
お
知
ら
せ
致
し

ま
す
。
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『買い物付き合いはつらいもの』
　時々、妻と一緒にスーパーへ買い物に行きます。
　スーパーに入るとすぐカゴを持つ妻の後ろを俺
はついて歩きます。
妻「自分の食べたい物、カゴに入れてね。」
俺「今夜のつまみ、チーズ、たこのカルパッチョ、
ゲソ天…」とカゴに入れると

妻「これ、いらない。これ、いらない。」と、俺
が入れた物を店の棚へ戻していく。

俺「だったら、毎回食べたい物を入れて…などと
言うなよ！いつもそうなんだから！」

と、俺は腹の中でつぶやく。
　　　　　－反撃できない夫－

『俺の言い分』
　結婚当時、朝食を何にするかで揉めた。俺はご
はんがいいと主張したが、結局パンに決まり48年
間続いている。いま考えてみるとトーストにコー
ヒー・ヨーグルトで、簡単に準備が出来るからだ。
　しかし退職後、いつの間にか俺の分担になった。
掃除・皿洗いの仕事も追加された。洗濯・料理は
さすがまだ言われていない。私（家内）の言い分
によれば、俺がすることがなくて早くボケてしま
うからと俺の為にさせているのだと？
　48年間夫婦生活をしているとお互い言いたいこ
とは一杯あるだろう。ときには感情に任せて言っ
てしまうと決まって後悔することになる。夫婦円
満の秘訣は、歳をとったら俺は私に出来るだけ逆
らわないことだ。とほほほ。

　　　　　－昔は若かった－

『ウチの亭主は明治生まれか？！』
　「男子厨房に入らず」を未だ忠実に守っている。
ウチの亭主の中では上げ膳下げ膳は当然のこと、
起床前の亭主の朝食昼食を準備して出掛け、夕方
仕事から帰宅してみると、朝食と昼食に使った食
器はそのままになっているのが日常。
　ところがある友人の家で夕食をご馳走になった
時、洗い物に立とうとする私を制してお喋りを続
ける友人のダンナ様は、何と黙々と私達が使った
食器を洗っているではないか。確かウチの亭主と
同い年！嗚呼～教育が悪かった！！

－日々嘆きの妻－

『還暦の言い分』
　赤ちゃんは少しずつ出来ることが増えるが、還
暦を過ぎると出来ないことが少しずつ増える。
　若い頃は、親・先生・そして上司に対して思っ
ていても言い返すことが出来なかったのに、還暦
を過ぎると“つらつけね”ことが言える。相手の気
持ちなど考えず、ずけずけと言ってしまう。謙虚
さなんてどこ吹く風だ。（でもあとで反省する）
　還暦を過ぎたら、適度に働き余暇を楽しむ、そ
んな理想を持っていたのだが、現実はどうだ。仕
事を探せば年齢制限に引っ掛かり、やっと見つけ
た仕事は希望からほど遠く、腰をさすりながら働
く日々。
　せめて孫には嫌われない優しいお年寄りになり
たい。
－かつては“何を考えているかわからない　　

若いやつら”だった？－

　日頃、胸中に秘めていたバカ話、無駄話を発表するコー
ナー。第３回目は「俺（私）にも言いたいことがある」とし
て、夫婦間？の悩みをそっと打ち明けていただきました。
　意外にも、皆さん忍耐深い人ばかりで、あまりスッキリ
したとは言えなかったようです。
　なお、第４回目は、「誰にも言えない私の秘密！」と題
して募集いたします。今回も特に締め切りを設けませんの
で、封筒の表に「会報原稿」と記入して、事務所または旧
支所ポストに投入して下さい。もちろん、匿名で結構です。

フ
レ
イ
ル

フ
レ
イ
ル
が

　

あ
な
た

あ
な
た
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

狙
っ
て
い
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
が

あ
な
た
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
外
出
頻
度
が
減
り
、
地
域
に
出

て
人
と
つ
な
が
る
こ
と
も
め
っ
き
り
な
く
な
り

ま
し
た
。
意
識
し
て
フ
レ
イ
ル
予
防
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

○
筋
肉
を
作
る
の
に
不
可
欠
な
た
ん
ぱ
く
質
の

摂
取
量
が
少
な
い
と
フ
レ
イ
ル
に
な
る
可
能

性
が
高
く
な
り
ま
す
。
た
ん
ぱ
く
質
を
多
く

含
む
肉
や
魚
な
ど
を
食
べ
ま
し
ょ
う
。

○
運
動
習
慣
が
大
切
で
す
。
会
報
で
は
折
に
触

れ
て
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
が
、
普
段
か
ら
意

識
し
て
ス
ク
ワ
ッ
ト
や
片
脚
立
ち
な
ど
、
筋

肉
や
バ
ラ
ン
ス
能
力
を
鍛
え
る
運
動
を
し
ま

し
ょ
う
。
こ
れ
な
ら
家
の
中
で
も
出
来
ま
す
。

○
普
段
か
ら
階
段
を
使
っ
た
り
、
坂
道
を
歩
い

た
り
し
ま
し
ょ
う
。

○
歯
科
医
院
で
口
の
働
き
の
衰
え
を
チ
ェ
ッ
ク

し
ま
し
ょ
う
。
硬
い
も
の
を
嚙
み
づ
ら
い
、

む
せ
る
こ
と
が
増
え
た
と
い
っ
た
口
の
働
き

の
衰
え
も
、
栄
養
摂
取
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。
口
の
働
き
の
衰
え
て
き
た
人
は
、
要

介
護
に
な
る
可
能
性
が
正
常
な
人
の
二
倍
強

と
い
う
恐
ろ
し
い
研
究
報
告
も
あ
り
ま
す
。
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